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11
月
6
日
と
7
日
の
２
日

間
、
下
榎
隣
保
館
を
会
場
に
、

「
第
44
回
日
野
町
解
放
文
化

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
の
よ
う
な

講
演
会
や
演
奏
会
、
飲
食
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
行
わ
ず
、

展
示
の
み
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る

展
示
作
品
に
足
を
止
め
、「
と

て
も
貴
重
だ
」
と
感
心
し
な

が
ら
鑑
賞
す
る
人
、
町
内
小

中
学
校
の
生
徒
の
作
品
を
見

て
、「
と
て
も
上
手
い
ね
」「
素

晴
ら
し
い
」
と
、
ほ
ほ
え
ま

し
く
思
い
な
が
ら
鑑
賞
す
る

人
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

展
示
会
場
は
１
カ
所
に
集

約
さ
れ
、
例
年
に
比
べ
る
と

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
解
放
文

化
祭
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

「
小
さ
い
な
が
ら
も
ま
と
ま
っ

て
い
る
ね
」「
と
て
も
よ
か
っ

た
よ
」「
ま
た
来
年
が
楽
し

み
だ
」
と
、
来
年
に
向
け

て
力
を
貰
え
る
よ
う
な
言

葉
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
日
に
は
セ
ル

プ
ひ
の
が
販
売
会
を
行
い
、

多
く
の
人
が
来
場
し
て
い
ま

し
た
。
当
初
は
午
前
9
時
か

ら
午
後
1
時
ま
で
の
予
定
で

し
た
が
、
午
後
3
時
ま
で
販

売
時
間
を
延
長
。
と
て
も
和

や
か
で
活
気
が
あ
り
、
大
盛

況
の
販
売
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

参
加
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
２
日
間
の
解
放

文
化
祭
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「いきいき百歳体操」みなさん頑張ってます！

　下榎隣保館では、毎週木曜日の午後 1 時 30 分から、老人
憩の家で「いきいき百歳体操」に取り組んでいます。
　平成 29 年 8 月にスタートして、早や 4 年。ようやく木曜
日午後の開催が定着してきたかなと感じます。
　いきいき百歳体操とかみかみ百歳体操と、あわせて 40 分
の体操時間。参加している皆さんは、「自分のためだから！」
と、前向きな姿勢で参加されています。定期的に行うことで
足腰を鍛え、骨粗しょう症などの予防にも効果的だと言われ
ています。
　これから寒くなり、家から出るのがおっくうになる季節で
すが、寒いときだからこそ続けていきましょう。どなたでも
参加できますので、皆さんも一緒に取り組んでみませんか？

第
44
回
日
野
町
解
放
文
化
祭
へ
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　11 月 10 日、農地パトロールで板井
原、別所、本郷、黒坂地区を巡回しま
した。
　どの地区も共通していることは、高
齢化や離農により、荒廃農地化が進ん
でいることです。今回巡回した別所地
区では、中山間地域等直接支払の集落
協定が中心となって、鳥取大学のボラ
ンティアグループに協力してもらい、
のり面やあぜの野焼きを続けています。
　しかし、近年の耕作放棄地の増加で、

ボランティアグループの取り組みだけ
では追い付かず、管理に苦慮していま
す。これを打開するため、クリやサク
ラなどを植栽したり、和牛農家さんに
頼んで牛を放牧したりして、少しでも
野焼きの面積や労力を軽減できない
か、そのような検討が始まりました。
　今後、地域の皆さんの理解、協力を
得ながら取り組みを進め、何年か先、
別所地区を「花の里」に生まれ変わら
せることができればと考えています。

農業委員　松本洋一

別所地区を花の里にリレーコラム

　

11
月
24
日
、
農
業
委
員
な
ど

12
人
で
、
県
東
部
智
頭
町
の
先

進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
、「
五
月
田
農
業

農
産
物
加
工
所
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
自
然
栽
培
そ
ら
み
ず
ち
」

の
２
箇
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
施
設

見
学
と
、
関
係
者
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

智
頭
町
大
背
の
五
月
田
と
い

う
集
落
に
あ
る
農
産
物
加
工
所

「
五
月
田
農
業
農
産
物
加
工
所
」

は
、
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
３

人
が
中
心
と
な
っ
て
、「
栃
よ

う
か
ん
」
や
「
か
ん
が
え
地
蔵

餅
」
を
製
造
し
、
町
内
の
直
売

所
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
３

回
の
収
穫
祭
な
ど
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
会
も
行
っ
て
お
り
、

地
域
貢
献
、
生
き
が
い
づ
く
り

に
繋
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

ま
た
、
４
人
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
結
成
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
自
然
栽
培
そ
ら
み
ず
ち
」

は
、
白
馬
２
頭
を
使
っ
て
土
地

を
開
墾
し
た
り
、
肥
料
は
落
ち

葉
を
使
う
な
ど
、「
自
然
栽
培
」

と
い
う
方
法
で
野
菜
や
米
を
栽

培
す
る
特
徴
あ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
独

創
的
な
方
法
と
若
者
な
ら

で
は
の
発
想
に
基
づ
く
農
業
展

開
は
、
今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
加
工
品
づ
く

り
や
意
欲
あ
る
若
者
の
参
入

が
、
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展

に
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
農
業

の
担
い
手
確
保
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
日
野
町
で
は
、
若
者
に

と
っ
て
魅
力
的
な
農
業
へ
の
転

換
を
図
る
た
め
、
本
気
に
な
っ

て
そ
の
方
策
を
検
討
し
、
実
践

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

先
進
地
視
察
に
つ
い
て

▲農地の活用について説明

▲「五月田農業農産物加工所」の作業の様子

▲「自然栽培そらみずち」の取り組み説明

担当地区：根雨地区
　　　　　日野地区


